
「⽔防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく
江の川（下流）・⾼津川流域の減災に係る取組について

令和２年度 第２回協議会

江津市、川本町、美郷町、⾢南町、島根県、
松江地⽅気象台、国⼟交通省中国地⽅整備局

江の川⽔系(下流)⼤規模氾濫時の減災対策協議会

資料1

⾼津川⽔系⼤規模氾濫時の減災対策協議会
益⽥市、島根県、松江地⽅気象台、
国⼟交通省中国地⽅整備局

（書 ⾯ 開 催）
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1

（２）令和２年出⽔期後の振り返りについての意⾒交換会

（１）令和２年度の実施状況

（３）今後のスケジュール
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（１）令和２年度の実施状況

2
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■緊急行動計画の改定（平成31年1月29日）
平成30年7月豪雨を受けて、とりまとめられた委員会の答申（H30.12）を踏まえ、社会全体で洪水に備える「水防災意識社
会」を再構築する取組をさらに充実し加速するため、多くの主体の事前の備えと連携の強化の観点等より、2020年（令和
2年）度を目途に取り組むべき緊急行動計画を54項目に拡充。

平成30年5月31日 第４回 減災対策協議会
減災対策協議会を法定化・緊急行動計画への対応（地域の取組方針の見直し）等

■緊急行動計画（平成29年6月20日）
平成28年8月、台風10号等の一連の台風による豪雨災害（中小河川の氾濫）を受けて、とりまとめられた委員会
の答申（H29.1）を踏まえ、水防法改正に基づく協議会の設置、水害対応タイムラインの作成促進、要配慮者利用
施設における避難体制構築への支援、水害危険性の周知促進、防災教育の促進等の32項目をとりまとめた。
※H29.12.1 中小河川等治水対策プロジェクトを設立し33項目に追加修正

平成27年12月 水防災意識社会再構築ビジョン

平成27年12月 社会資本整備審議会答申
「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、社会
全体で洪水氾濫に備える必要がある。

江の川水系（下流）大規模氾濫時の減災対策協議会のこれまでの経緯
平成27年9月 関東・東北豪雨災害（鬼怒川の洪水氾濫）

平成28年7月4日 第１回 減災対策協議会
『江の川水系（下流）大規模氾濫時の減災対策協議会』設立

平成29年5月24日 第３回 減災対策協議会 規約改定※1、平成28年度のフォローアップ 等

平成30年11月5日 第５回 減災対策協議会
平成３０年７月豪雨の振り返り（フォローアップ含む） 等

山間狭窄部に点在する小集落などの地形特性を踏まえ、各地域が連携し、住民自ら避難
行動をとることができる「江の川下流水害に強い地域づくり」を目指す。

取組方針
１．住民自らが危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
２．氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動
３．浸水を一日も早く解消するための排水対策

目標

令和元年5月31日 第６回 減災対策協議会
平成30年度フォローアップ・緊急行動計画への対応※2 等

令和2年5月29日 第８回 減災対策協議会
令和元年度フォローアップ、令和２年度の予定、治水協定、流域治水プロジェクト 等

令和2年2月13日 第７回 減災対策協議会
令和元年度フォローアップ、規約改定※3 等

平成28年10月11日 第２回 減災対策協議会 『江の川(下流)流域の減災に係る取組方針(案)』策定

※1：邑南町の担当部局変更（危機管理課長⇒総務課長）

※3：ダム部会の追加

※2：優先すべき検討課題
を５項目設定

４

■令和２年７月豪雨
江の川（下流）では、氾濫発生情報が発表され、浸水面積：265ha、浸水戸数：104戸の浸水被害が発生した。

令和2年10月22日 令和2年度出水期の振り返り意見交換会（担当者）
令和2年12月22日 令和2年度出水期の振り返り意見交換会のフォローアップ（担当者）

令和3年2月10日 第９回 減災対策協議会
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平成30年6月1日 第４回 減災対策協議会
減災対策協議会を法定化・緊急行動計画への対応（地域の取組方針の見直し）等

■緊急行動計画の改定（平成31年1月29日）
平成30年7月豪雨を受けて、とりまとめられた委員会の答申（H30.12）を踏まえ、社会全体で洪水に備える「水防災
意識社会」を再構築する取組をさらに充実し加速するため、多くの主体の事前の備えと連携の強化の観点等より、
2020年（令和2年）度を目途に取り組むべき緊急行動計画を54項目に拡充。

平成28年7月13日 第１回 減災対策協議会
『高津川水系大規模氾濫時の減災対策協議会』設立

急激な水位上昇などの河川特性や氾濫水が広範囲に広がる平野部等の氾濫特性など
を踏まえ、発生しうる大規模氾濫時において、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」
を目指す。

取組方針
１．迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
２．氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動
３．浸水を一日も早く解消するための排水対策

目標

■緊急行動計画（平成29年6月20日）
平成28年8月、台風10号等の一連の台風による豪雨災害（中小河川の氾濫）を受けて、とりまとめられた委
員会の答申（H29.1）を踏まえ、水防法改正に基づく協議会の設置、水害対応タイムラインの作成促進、要配
慮者利用施設における避難体制構築への支援、水害危険性の周知促進、防災教育の促進等の32項目を
とりまとめた。
※H29.12.1 中小河川等治水対策プロジェクトを設立し33項目に追加修正

高津川水系大規模氾濫時の減災対策協議会のこれまでの経緯

平成28年9月28日 第２回 減災対策協議会
「高津川流域の減災に係る取組方針(案)」策定

平成29年5月30日 第３回 減災対策協議会
平成28年度のフォローアップ

令和元年5月30日 第５回 減災対策協議会
平成30年度フォローアップ・緊急行動計画への対応※ 等

令和2年2月13日 第６回 減災対策協議会
平成30年度フォローアップ

平成27年12月 水防災意識社会再構築ビジョン

平成27年12月 社会資本整備審議会答申
「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、社会
全体で洪水氾濫に備える必要がある。

平成27年9月 関東・東北豪雨災害（鬼怒川の洪水氾濫）

※：優先すべき検討課題を
５項目設定

5

令和2年5月28日 第８回 減災対策協議会
令和元年度フォローアップ、令和２年度の予定、流域治水プロジェクト 等

令和3年2月10日 第９回 減災対策協議会
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機関名 令和２年度当初予定（主な実施予定） 令和２年度実施状況

国⼟交通省
浜⽥河川国道

事務所

• ⼩学校における防災教育の実施
• 企業向け⽔害（防災）教育の実施
• 多機関連携型タイムライン運⽤及び

検証・⾒直し

• 簡易型河川監視カメラの整備（4箇所）
• 郷⽥⼩学校（４年⽣）を対象とした防災授業
• イズミ・ゆめタウン江津の職員を対象とした⽔害に関する防災

講座
• 多機関連携型タイムラインの運⽤結果の検証を踏まえ、“⽔防団

からの氾濫発⽣に関する情報提供”の追加や簡易版の作成を実施

松江地⽅気象台
• ⼤⾬警報・注意報（浸⽔害）、洪⽔

警報・注意報基準の⾒直しを今年度
実施し、今後も調査を⾏う。

• 洪⽔危険度分布の改善（本川の増⽔に起因する内⽔氾濫の危険
度を確認可能。

• 洪⽔予報〈臨時〉の発表開始。
• ⼟砂災害における短時間指標による⼤⾬特別警報の運⽤開始。
• ⼤⾬警報（浸⽔害）、洪⽔警報等の基準⾒直し。
• ⼤⾬特別警報の発表基準を⾬を要因とする基準に⼀元化。
• 5⽇先までの⾼潮の警報級の可能性について、わかりやすいバー

チャートを⽤いた図形式で提供。
• 24時間以内に台⾵に発達する⾒込みの熱帯低気圧の予報をﾀｲﾑﾗ

ｲﾝ⽀援のため「5⽇先まで」に延⻑。
• 気象庁HPの台⾵情報を14か国語で提供。

島根県 • 住⺠の⽔防災意識の向上に資する防
災教育の実施

• 危機管理型⽔位計3基、簡易型河川監視カメラ19基を整備。
• 県・市町村職員向け⽔防研修会の実施
• ⾃主防災組織リーダー研修会の実施
• 新聞広報による情報発信
• 保育園児等を対象とした防災学習会

6

令和２年度の実施状況（江の川（下流）流域）
○令和２年度第１回減災対策協議会において、令和２年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、

各機関の主な実施状況について報告する。
○各機関の具体的な取組状況については、次ページ以降に⽰す。
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機関名 令和２年度当初予定（主な実施予定） 令和２年度実施状況

江津市

• 避難勧告等の発令範囲の区域設定を検討する
• 要配慮者利⽤施設に対する避難確保計画の作成⽀援

や定住外国⼈に対する研修会を⾏う
• ハザードマップの作成過去・事業所へ配布
• ⼩中学校と連携し、防災教育の普及を検討する

• ⼀部地域で⾒直し
• 要配慮者利⽤施設に対する避難確保計画の作成⽀援

を実施
• R2年度中に作成・配布予定
• 出前講座により⼩中学校と連携し、防災教育を実施

（計8回）

川本町
• 要配慮者施設の避難計画作成に向けて⽀援、協議を

⾏っていく
• ハザードマップの作成過去・事業所へ配布
• ⼩学校、中学校、⾼校での出前講座、⾃主防災組織

向けの防災学習会を実施予定

• 避難確保計画全施設作成済み

• 令和2年９⽉に配布
• 川本⼩学校における防災授業の実施（令和2年10⽉

15⽇）

美郷町
• 要配慮者利⽤施設の避難計画策定の⽀援を⾏う
• 防災教育等においてイメージ動画の活⽤を検討
• 排⽔訓練の実施

• 未策定の事業所について相談と指導を実施
• 地区防災計画策定⽀援研修をオンラインで実施
• 内⽔排除⽤ポンプの整備及び⽔防団を対象とした研

修会の開催

⾢南町
• 新たな地域緊急避難場所の選定を実施
• ⼟砂災害特別警戒区域の指定を踏まえ作成予定

（H32年度以降）
• 各地区で防災学習会を実施予定（住⺠対象）

• 新たな地域緊急避難場所を選定中
• 今年度指定完了予定のため、来年度（Ｒ３年度）に

作成・配布を実施
• R2.9.1に⽯⾒養護学校、⽯⾒東⼩学校にてそれぞれ

防災学習会の実施
7

令和２年度の実施状況（江の川（下流）流域）
○令和２年度第１回減災対策協議会において、令和２年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、

各機関の主な実施状況について報告する。
○各機関の具体的な取組状況については、次ページ以降に⽰す。
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機関名 令和２年度当初予定（主な実施予定） 令和２年度実施状況

国⼟交通省
浜⽥河川国道

事務所

• ⼩学校における防災教育の実施
• 住⺠向け防災計画作成（マイ・タ

イムライン）の⽀援
• 多機関連携型タイムライン運⽤及

び検証・⾒直し

• 簡易型河川監視カメラの整備（8箇所）
• 吉⽥⼩学校（４年⽣）を対象とした防災授業（降⾬体験機による

⼤⾬体験、防災授業）
• 益⽥市吉⽥地区の防災協議会へのマイ・タイムラインの作成⽀援

（１回 ⽔害の危険性等の学習、２回 マイ・タイム作成6⽉予定）
• 多機関連携型タイムラインの運⽤結果の検証を踏まえ、“⽔防団か

らの氾濫発⽣に関する情報提供”の追加や簡易版の作成を実施

松江地⽅気象台
• ⼤⾬警報・注意報（浸⽔害）、洪

⽔警報・注意報基準の⾒直しを今
年度実施し、今後も調査を⾏う。

• 洪⽔危険度分布の改善（本川の増⽔に起因する内⽔氾濫の危険度
を確認可能。

• 洪⽔予報〈臨時〉の発表開始。
• ⼟砂災害における短時間指標による⼤⾬特別警報の運⽤開始。
• ⼤⾬警報（浸⽔害）、洪⽔警報等の基準⾒直し。
• ⼤⾬特別警報の発表基準を⾬を要因とする基準に⼀元化。
• 5⽇先までの⾼潮の警報級の可能性について、わかりやすいバー

チャートを⽤いた図形式で提供。
• 24時間以内に台⾵に発達する⾒込みの熱帯低気圧の予報をﾀｲﾑﾗｲﾝ

⽀援のため「5⽇先まで」に延⻑。
• 気象庁HPの台⾵情報を14か国語で提供。

島根県 • 住⺠の⽔防災意識の向上に資する
防災教育の実施

• 危機管理型⽔位計3基、簡易型河川監視カメラ19基を整備。
• 県・市町村職員向け⽔防研修会の実施
• ⾃主防災組織リーダー研修会の実施
• 新聞広報による情報発信
• 保育園児等を対象とした防災学習会

益⽥市

• 益⽥市総合防災訓練を実施
• 定住外国⼈等を対象とした避難情

報の提供
• ⾼津川⽔系の洪⽔の特徴を踏まえ

た防災教育

⼟砂災害を想定した益⽥市防災訓練（新型コロナ対応版）を実施
• 定住外国⼈を対象にした やさしい⽇本語での防災講座
• 吉⽥地区での防災講話（マイ・タイムライン含む）、建築⼠会へ

の防災講座（ハザードマップ）、⺠⽣委員児童委員への防災講座
（要配慮者への対応について）、吉⽥⼩学校での防災教育 8

令和２年度の実施状況（⾼津川流域）
○令和２年度第１回減災対策協議会において、令和２年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、

各機関の主な実施状況について報告する。
○各機関の具体的な取組状況については、次ページ以降に⽰す。
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国⼟交通省
浜⽥河川国道事務所

9
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浜田河川国道事務所減災対策協議会の開催

10
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浜田河川国道事務所減災対策協議会の開催

11
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浜田河川国道事務所簡易型河川監視カメラの整備（江の川）1/2

12

○令和２年７⽉豪⾬による氾濫を踏まえ、4箇所に簡易型河川監視カメラを整備。

■洪水に対しリスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 【簡易型河川監視カメラの設置】
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○令和２年７⽉豪⾬による氾濫を踏まえ、4箇所に簡易型河川監視カメラを整備。

■洪水に対しリスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 【簡易型河川監視カメラの設置】

浜田河川国道事務所簡易型河川監視カメラの整備（江の川）2/2

13
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14

浜田河川国道事務所簡易型河川監視カメラの整備（⾼津川）

○令和２年７⽉豪⾬による氾濫を踏まえ、8箇所に簡易型河川監視カメラを整備。

■洪水に対しリスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 【簡易型河川監視カメラの設置】
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○教員の意向に沿い、⼩学４年⽣を対象とした授業に活⽤できる防災教材を作成し提供した。
○出前講座では、昭和47年洪⽔・令和２年７⽉豪⾬で氾濫した江の川の写真や、堤防決壊の映像等により、

⽔害のおそろしさを伝えた。また、クイズにより⼤⾬のときに⾃分でできることを考え、発表した。

■防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、防災教材
資料の作成と出前講座の実施 【防災授業（出前講座）実施：郷田小学校】

浜田河川国道事務所防災教育や防災知識の普及

15

児童の実態や学習の流れに合わせた資料を作成していただき、子ども
達は江の川と水害について、より身近に捉えることができました。いつ
も目にする場所も被害にあっていたことがよくわかったと思います。

・水が増えて危ないので、雨が降っているときは川には行かない。
・避難場所を探す間に逃げ遅れるかもしれないので、先に決めておく。
・洪水になって家が水に浸かったら困るので、早めに準備しておく。

＜職員による出前講座の実施状況＞

令和２年 8⽉５⽇ 第1回協議 授業内容、今後のスケジュール
（授業資料は、メール等により適宜確認）

令和２年 9⽉25⽇ 第2回協議 授業資料の最終確認
令和２年 9⽉30⽇ 防災授業（出前講座2コマ）

■防災教育に関する協議

■⼤⾬のときにできること（⽣徒の意⾒）

■講座での⽣徒の様⼦（先⽣のご感想）

■ 作成した教材
■身近な江の川は氾濫する

令和２年７月豪雨でも、おそろしい
水害が起きたことを学ぶ

■私たちと江の川
川の恩恵と伝統を堤防で守り、
江の川と共存していくことを学ぶ

浸水前

浸水後

守る工夫（堤防） 伝統の祭り（ﾎｰﾗﾝｴｰ）

＜質問やクイズによる生徒の発言状況＞
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■ 作成した教材

○ゆめタウン江津は浸⽔想定区域内ではないが、江津市内の浸⽔想定区域の説明を⾏うとともに、昭和47年
洪⽔・令和２年７⽉豪⾬で氾濫した江の川の写真を提供し、従業員の⽔防災に対する意識啓発を⾏った。

〇店⻑様より、⾃分の命は⾃分で守り、災害時の店の役割の重要性についてのコメントがあった。

浜田河川国道事務所企業防災の推進
■多様な主体による被害軽減対策に関する取組：民間企業における水防災意識向上のための情報提供

【水害を対象とした防災講座：イズミ・ゆめタウン江津】

■開催案内チラシ ■実施⽇及び時間:
令和2年11⽉27⽇（⾦）10:00 11:00

■参加者:23名
■当⽇のスケジュール 10:00 開会

10:05 防災講座
10:55 閉会

16

＜職員による出前講座の実施状況＞ ＜店長様による総括＞＜会場全体の様子＞

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔
想定区域図について説明

■ 段階的に発表される警戒
レベル等の説明資料

■ 防災情報の入手方法
■ 浸水深の説明資料

■ 令和２年７月豪雨資料

■店⻑様からの総括コメント
⼈命第⼀、命を守る⾏動が⼤事であり、
命があればなんとか復興できる。
ショッピングセンターとして、地域の中
で⾷料品・⾐料品を提供するという社会
的責任を果たす必要がある。
江の川の⽔害は、近い将来必ず起きると
思って⽇頃からの備えをしましょう。
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■洪水浸水想定区域内の定住外国人、観光客等を対象とした避難情報の提供
【出前講座実施：益田市人権センター】

浜田河川国道事務所定住外国⼈を対象とした防災講座

17

○益⽥市⽇本語ボランティアグループの助⾔を踏まえ、定住外国⼈向けの防災教材を作成した。
○出前講座では、⾼津川及び益⽥川の⽔害履歴やハザードマップを活⽤し、益⽥市の⽔害危険性を把握し、

参加者の居住地に対応した地図に⾃宅、避難場所、避難経路を記⼊するとともに、外国⼈向けの防災アプ
リ（Saftytips）のインストール及び機能説明、河川ライブカメラ映像の確認を⾏った。

＜ハザードマップで自宅を確認する様子＞ ＜スマートフォンで情報を確認する様子＞＜防災講座を受ける外国人参加者＞

■実施⽇及び時間:
令和３年1⽉17⽇（⽇）9:40 11:40

■参加者:ベトナム⼈（４名）、中国⼈（４名）、
タイ⼈（３名）、インドネシア⼈（１名）、
⽇本⼈ボランティアスタッフ（４名）

■益⽥市危機管理課のコメント
⽔があふれてきたときには慌てられると思いま
すが、益⽥市や国⼟交通省などが「危ないです
よ」という情報を出しています。そして益⽥市
に電話で状況を聞くこともできます。
⽔が溢れだしてから逃げる
のではなく、情報を⾃分か
ら得て、早く逃げてもらう
ことが⼀番だと思います。

－ 当日のスケジュール －
1.はじまり（開会挨拶）
2.防災講座
3.ハザードマップで確認しよう
4.避難するタイミング
5.おわり（まとめ）

コロナ対策については、
・換気、検温、消毒、マスク等
・Web会議システムの活⽤

（web会議システムによる講師の説明）

●どこが危険 
ハザードマップで⾃宅を確認

●どこに避難する 
ハザードマップで避難場所や
避難経路を確認

●いつ避難する 
避難情報等をアプリで確認

避
難
所
を
確
認
す
る
様
子
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○教員の意向に沿い、⼩学４年⽣を対象とした授業に活⽤できる防災教材を作成し提供した。
○出前講座では、降⾬体験機による⼤⾬体験を⾏ったあとで、昭和58年の吉⽥⼩学校の浸⽔写真や令和２年

７⽉豪⾬で氾濫した江の川の写真や、堤防決壊の映像等により、⽔害のおそろしさを伝えた。また、クイ
ズにより⼤⾬のときに⾃分でできることを考え、⾃宅で親と避難先や気象情報の⼊⼿の確認を⾏った。

■防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、防災教材
資料の作成と出前講座の実施 【防災授業（出前講座）実施：吉田小学校】

浜田河川国道事務所防災教育や防災知識の普及

18

・大雨の体験をして少し怖かったけど、あの雨の量が５時間くらい降り
続けたら、ぞっとします。１００ｍｍはめちゃくちゃ激しかった。

・もし、こんな雨が降ったら、洪水になる前に避難所や、家が高い所に
ある友達の家へすぐ避難しようと思った。

＜職員による出前講座の実施状況＞ ＜質問やクイズによる生徒の発言状況＞

令和２年 10⽉6⽇ 第1回協議 授業内容、今後のスケジュール
（授業資料は、メール等により適宜確認）

令和２年 9⽉25⽇ 第2回協議 授業資料の最終確認
令和２年11⽉9⽇・10⽇ 降⾬体験機と防災授業（出前講座2コマ）

■防災教育に関する協議

■降⾬体験機の感想

■防災授業の感想

■ 作成した教材 ■ 小学校と自宅周辺の水害危険
性を学び、避難先を考える

＜降雨体験機の実施状況＞

■ 昭和５８年に吉田小学校も
浸水被害が起きたことを学ぶ

■ 高津川と益田川の流域を学ぶ
■ 親と一緒に考える宿題シート

避
難
先
を
確
認

 

気
象
情
報
を
確
認

  ・雨はあまり気にしたことがなかったです。洪水は避難しないといけな
いし、避難の用意もしといた方がいい。あと、スマホやテレビで確認し
たほうがいいことを知りました。

・雨は(降っても)水溜まりになるだけだと思ったけど、降り続けると洪水
になると知った。
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○益⽥市吉⽥地区の防災協議会における防災出前講座として、⾼津川及び益⽥川の⽔害危険性等を学習し、
地域の⾃治会⻑や防災リーダーを対象とした第１回講習会（座学）を実施した。

〇第２回講習会はワークショップ形式によるマイ・タイムライン作成講習会を実施予定（R3.6予定）である。

参加者（⾃治会⻑や防災リーダー）に
より、地域住⺠向けのマイ・タイムラ
イン作成講習会等による作成促進

■第2回講習会終了後

浜田河川国道事務所住⺠向け防災計画作成⽀援（マイ・タイムラインの普及）

19

■地域防災の促進：マイ・タイムラインの作成を支援する地区を益田市と連携して決定し、地域の水害危
険性とマイ・タイムライン作成等の防災出前講座の実施 【防災出前講座の実施：吉田地区】

■実施⽇及び時間:
令和2年11⽉21⽇（⼟）10:00 11:00

■参加者:約40名
■当⽇のスケジュール 10:00 開会

10:05 防災講座
10:55 閉会

【第２回講習会】
■令和3年6⽉予定
■『逃げキッド』を活⽤したマイ・タイム

ライン作成講習会

■開催案内チラシ
＜出前講座の実施状況＞＜防災協議会による開会挨拶＞ ＜マイ・タイムラインラインの説明＞ ＜会場全体の様子＞

■ 作成した教材
■ 吉田地区のﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

■ 浸水深の説明資料

■ 段階的に発表される警戒
レベル等の説明資料

■ 防災情報の入手方法
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多機関連携型タイムラインの検討 浜田河川国道事務所

20

○令和２年度の出⽔期におけるタイムラインの運⽤状況や関係機関の活⽤状況等を踏まえ、タイムラインの⾒
直しを⾏うために、関係機関へアンケート調査を実施。

○新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌の観点からタイムライン検討会は、書⾯開催としており、現在、アン
ケート結果を踏まえた、修正⽅針について、関係機関へ意⾒照会を実施。

令和２年７⽉豪⾬では江の川で氾濫が発⽣し、タイムライン運⽤ではレベル５以降まで移⾏し、関係機関へレベル移⾏のメール配
信を実施した。但し、⽔位上昇が早く、⾼津川でも同時にメール配信を実施していることもあり、⼀時、配信が遅延。

①19機関が出⽔時にタイムラインを活⽤した。
②⼀⽅で、令和２年7⽉豪⾬のような洪⽔では、⾏動項⽬の多いタイムライン詳細版での対応は困難(煩雑)である (63％) 。

■タイムラインの運⽤状況と課題

■関係機関の活⽤状況と課題（令和２年出⽔期の振り返りアンケート）

＜振り返りアンケート調査結果例＞
①タイムラインの活⽤状況を教えてください（複数回答）。

②令和２年７⽉豪⾬のようなタイムラインレベルの移⾏（⽔位上昇）が速い洪⽔で、
タイムライン詳細版で⾏動確認は可能でしたか（活⽤していない⽅は想定で回答）。

19
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件 n=46

26%

63%

9% 2% n=46

タイムライン（詳細版）で対応可能
      （詳細版）  対応不可

（最低限実施すべき項⽬だけを抽出したチェックリスト等が必要）
その他 未回答

■課題への対応例

【タイムライン運⽤の課題への対応】
メール配信に頼らず関係機関がタイムラインの状況を確認できるようなwebサイト等の仕組みについても構築。
(※タイムラインに関する情報を収集・確認できるwebサイト等があれば活⽤したいとの意⾒もアンケートで多く挙げられた)

【タイムライン活⽤の課題への対応】
タイムライン詳細版のみでは困難（煩雑）との意⾒から、最低限実施すべき項⽬だけを抽出した分かりやすい簡易版等を作成。
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松江地⽅気象台

21

-25-



22

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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23

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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24

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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「危険度分布」等の発表基準の改善
 最新の災害データを⽤いて基準値の妥当性を確認し、基準の⾒直しを実施。
 これにより、住⺠の⾃主的な避難判断や、市町村の避難勧告等の発令判断がより適時・的確に
できるよう、警報・注意報や危険度分布の精度が改善。

 今後も全国の気象台において、継続的に基準値の⾒直しを実施する予定。

⼤⾬警報（⼟砂災害）、⼤⾬注意報、⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布の基準値 7県181市町村
⼤⾬警報（浸⽔害）、⼤⾬注意報、⼤⾬警報（浸⽔害）の危険度分布の基準値 29道府県119市町村

洪⽔警報、洪⽔注意報、洪⽔警報の危険度分布の基準値
47都道府県
1,657市区町村
（7,736河川※）

令和2年に基準値を⾒直した市町村数（全国）

地元関係機関との連携の
もと、⽔位データも活⽤
した新たな設定⽅法に
よ る洪⽔警報基準の
⾒直しを実施。

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

25

※主要な河川の変更数

【松江地⽅気象台では、令和2年8⽉6⽇より運⽤開始】

○先進事例紹介
「⽔位データも活⽤した
洪⽔警報の基準値の⾒直し」
~⾼知県安芸市安芸川の例~

※島根県内河川における右記⼿法の
導⼊は未定です。

松江地方気象台
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26

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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27

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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28

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

松江地方気象台
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⽇本語、英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語
インドネシア語、ベトナム語、タガログ語、タイ語、ネパール語
クメール語、ビルマ語、モンゴル語

29

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

【防災気象情報の充実と気象庁HPへの掲載】

気象庁ホームページの多⾔語化
【令和2年9⽉16⽇より実施】

訪⽇外国⼈等への情報発信の強化として、内閣府、総務省、観光庁と連携し、気象庁ホームページ
の台⾵情報を、他の防災気象情報（※）に続き14か国語で提供開始しました。

対応⾔語⼀覧

※ 気象警報等 危険度分布 ⾬雲 動  天気予報 週間天気予報 
⾼温注意情報、地震情報、津波警報等、噴⽕警報等

各⾔語のトップページ
      語 例

気象警報・注意報
ベトナム語 例

多⾔語による防災気象情報 例（気象庁      ）
台⾵情報
  語 例

松江地方気象台
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島根県
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○Ｒ２年度の取組みとして、危機管理型⽔位計3基、簡易型河川監視カメラ19基を整備（R3.3運⽤）。
また、過年度作成した島根県⽔防情報システムに関するチラシを出前講座等で継続配布。

■洪水に対しリスクの高い箇所を監視する危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの整備

島根県

31

避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

江の川

斐伊川

邑南町

高津川

津和野町

吉賀町

浜田市

江津市

大田市

飯南町
奥出雲町

雲南市
安来市

隠岐の島町

海士町

西ノ島町

知夫村

出雲市

益田市

松江市

R01年度まで危機管理型水位計（２１基）

R02危機管理型水位計（ ３基）

R01まで簡易型河川監視カメラ（１２基）

危機管理型水位計等設置位置図（島根県）

R2危機管理型水位計（３基）

R2河川監視カメラ（１９基）

川本町

河川監視カメラ（夜間映像）

危機管理型水位計設置例

通行者へのお知らせ

R02簡易型河川監視カメラ（１９基）

美郷町

市町村名 河川名

出雲市 小田川

大田市 小浜川

益田市 沖田川

市町村名 河川名 市町村名 河川名 市町村名 河川名

松江市 意宇川（出雲郷） 出雲市 堀川（流下橋） 浜田市 三隅川（三隅）

松江市 意宇川（神納橋） 出雲市 神戸川（仁江） 津和野町 高津川（旭橋）

安来市 伯太川（安来大橋） 大田市 静間川（川合橋） 津和野町 津和野川（町田）

安来市 伯太川（弘鶴橋） 江津市 敬川（敬川橋） 吉賀町 高津川（塔尾橋）

雲南市 赤川（町上） 江津市 八戸川（江尾） 隠岐の島町 八尾川（中条）

雲南市 久野川（日の出橋） 浜田市 下府川（府中橋）
これら以外に、既設カメラ更新（１７箇所）

雲南市 斐伊川（日登） 浜田市 浜田川（浜田大橋）

神戸川
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○関係機関と連携して⽔害（防災）教育の普及啓発に務めた。
■地域の洪水特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

島根県

県・市町村職員向け
⽔防研修会の実施（島根県・松江地⽅気象台）

防災教育や防災知識の普及

⽇時 令和２年11⽉28⽇（⼟） ９ ３０ １７ ００
29⽇（⽇）１０ ００ １６ ３０

場所 益⽥市⼈権センター
対象 ⾃主防災組織構成員、⾃治会関係者 約４５名
内容 防災気象情報の利活⽤について 松江地⽅気象台

ワークショップ、まちあるき・災害図上訓練ほか

⾃主防災組織リーダー研修会の実施
（島根県）

⽇時 令和２年６⽉３０⽇（⽕）９ ００ １２ ００
場所 県庁南庁舎災害対策室ほか（Web形式）
対象 県職員 約２０名
内容 ⽔防法・島根県⽔防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活⽤ 松江地⽅気象台

⽇時 令和２年６⽉２０⽇（⼟）
内容 「警戒レベル」と避難のタイミングについて

⽇頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の⼊⼿先について

新聞広報による情報発信
考える県政の掲載（島根県）

保育園児等を対象とした防災学習会（島根県）

⽇時 ①令和2年8⽉26⽇（⽔）、②11⽉27⽇（⾦）
場所 ①平⽥保育園、②みなみ保育園
対象 ①３ ５歳児約１４０名、②３ ５歳児約９０名
内容 ①②紙芝居による避難の重要性周知・避難する時の合⾔葉

中学⽣を対象とした防災学習会（島根県）

⽇時 令和2年6⽉3⽇（⽔）、6⽉10⽇（⽔）、7⽉2⽇（⽊）、9⽉9⽇（⽔）、9⽉28⽇（⽉）
場所 桜江中学校、⼋⼾川河川災害関連事業現場
対象 桜江中学校１年⽣ 約２０名
内容 川の役割・仕組み、川の歴史、浸⽔害等から⾝を守る（防災）、それらを踏まえた治⽔事業 32
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江津市
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○市内⼩中学校で防災講座を実施した。
○市役所の防災担当の仕事や災害事例の紹介、備蓄物資の確認などを⾏った。
○浸⽔想定区域等を確認し、避難場所等を確認した。

市役所の防災担当の仕事や災害の事例を紹介する事で、防災意識の醸成につながった。
来年度以降は、防災マップを元に災害を⾃分事として考えてもらえるような講座を計画したい。

■今後に向けて

江津市

■⼩中学校への防災出前講座
7⽉2⽇ 桜江中学校
9⽉9⽇ ⻘陵中学校
9⽉28⽇ 桜江⼩学校
10⽉6⽇ 渡津⼩学校
10⽉7⽇ ⾼⾓⼩学校
10⽉8⽇ 渡津⼩学校
10⽉12⽇ 渡津⼩学校
12⽉1⽇ 郷⽥⼩学校

浸⽔想定区域や避難場所の確認 備蓄倉庫の確認 避難所運営体験

・江津市は⾬の災害が多いところだという
事が分かった。
・備蓄倉庫に⽔や⾷料が置いてあって、災
害に備えられているという事がわかった。
・段ボールベッドやパーテーションを組み
⽴てたことが⾯⽩かった。
・避難所がどこにあるか分かった。
・⾃分の家が浸⽔想定区域や⼟砂災害警戒
区域にあることがわかった。

■参加者の感想

防災教育や防災知識の普及
■小中学校などと連携した江の川（下流）水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

【防災出前講座】

34
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川本町
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防災教育や防災知識の普及 川本町

■防災教育の推進：防災教育を実施する学校と連携し、防災に関する授業を実施
【防災授業：川本小学校】

■授業の概要
⽇ 時 令和２年10⽉15⽇（⽊）

10:40 11:20
場 所 川本⼩学校
内 容 ①防災について

②令和２年７⽉豪⾬の状況等について
参加者 児 童17名

教職員2名
町職員1名

■ドローンによる映像■開催の状況

36

○防災に関する基本事項の取得を⽬的に、⼩学校４年⽣に防災授業を実施。
○「⾃分の命は⾃分で守る」「早めの避難が⼤事」といった防災意識の普及を⾏った。
○令和２年７⽉豪⾬での江の川の写真やドローンによる映像等により⽔害の恐ろしさを伝えた。

■感想（児童）
・命を守ることは⼤切だと改めて思いました。
・もしもの時に備え、⾷料を備蓄しようと思

いました。
・避難場所の確認をしたいと思いました。
・⾃分でも準備をして災害に備えて、早めに

逃げられるようにしたいです。
・ハザードマップのことを教えてもらって勉

強になりました。
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美郷町
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氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動（浸水を一日も早く解消するための排水対策） 美郷町

■水防活動の効率化及び水防体制の強化（■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施）
【内水排除用ポンプの整備及び水防団を対象とした研修会の開催】

①令和元年度（令和２年３月導入）に整備した、内水排除用エンジンポンプ（５台）の操作研修会を内水はん濫の
おそれがある地域の水防団（消防団員）を対象に開催。

日 時：令和２年６月21日
9：00～12：00

場 所：防災公園グラウンド

内 容：基本的な操作訓練、運搬方法
運用上の注意点等

参加者：水防団（消防団員）28名
ポンプメーカー技術者等

②令和２年度において、内水排除用エンジンポンプ５台を整備

（令和２年７月豪雨時における運用状況から一部仕様変更）

【諸元】 ポンプ径:150㎜

最大全揚程:28ｍ

最大吐出量:3,300 /min

揚程１０ｍ…2,500 /min

揚程20ｍ…1,400 /min

■開催時の状況

38

■7⽉14⽇内⽔排⽔作業の状況
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⾢南町
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■ 小中学校などと連携した江の川（下流）水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実
【地域の学校を対象とした防災講座】

○令和2年9⽉1⽇に町内にある⽯⾒東⼩学校と県⽴⽯⾒養護学校にて防災講座を実施した。
○⽯⾒東⼩学校では、3年⽣を対象に防災について町の取り組みや、ハザードマップを⾒ながら⾃分の家から
近い避難所を確認した。
○⽯⾒養護学校では、教職員を対象に⾢南町の災害や、防災の取り組みについて確認した。

■今後に向けて

邑南町

■開催までの経緯

⽯⾒東⼩学校 ⽯⾒東⼩学校 ⽯⾒東⼩学校

・防災について、とても役に⽴った。
・危険な場所とそうでないところが分かった。
・防災の情報をいっぱい知ることができた。⼩学校の場所が危険かどうか分かった。
・防災についてのいろいろな⾔葉が分かった。
・⼟砂災害の怖さについて勉強になった。家にかえって話をしてみたい。
・今⽇の勉強はおもしろかった。町の取り組みもよく分かった。
・防災のことを勉強してたくさん分かった。

■参加者の意⾒
（⼩学⽣）

防災教育や防災知識の普及

40

⽯⾒養護学校
7⽉17⽇ 打ち合わせ
9⽉1⽇ 防災出前講座

⽯⾒東⼩学校
8⽉18⽇ 打ち合わせ
8⽉25⽇ 打ち合わせ
9⽉1⽇ 防災出前講座

今回の出前講座では、過去の災害を参考に⾢南町における災害の特
徴や、ハザードマップの使い⽅について説明を⾏った。

今後は、災害発⽣のおそれがある時の状況を時間ごとに想定し、ど
う⾏動するかをあらかじめ決めておく、避難⾏動計画の作成に向け説
明会を⾏っていきたい。
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益⽥市
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42

益 田 市益⽥市防災訓練実施
（⽬的）
災害対策基本法第４８条に基づき、防災関係機関の連携を強化し、地域住⺠及び⺠間団体の協⼒、参加を得て、より実践的な防災
訓練を実施することにより、災害時における迅速、的確な対応が出来る体制の確⽴を⽬指すとともに、住⺠の防災活動の重要性
等、防災意識の⾼揚を図り、防災体制の万全を期することを⽬的とする。

・実施⽇時 令和２年１０⽉２７⽇（⽕）９ ３０ １１ ００
・実施場所 益⽥市⽴市⺠学習センター
・訓練想定 ⼤⾬による⾼津川の洪⽔
・参加機関 益⽥市、益⽥広域消防本部、益⽥警察署、公⺠館職員
・実施内容 新型コロナウイルス感染症対策として、避難所設営を⾏い、注意点等を実地訓練で学ぶ。併せて段ボールパーティ

ション等“新しい⽣活様式”を踏まえた避難所設営と感染症対策資材の確認を⾏い、各種災害に備える。
・参加⼈数 ５３名
※今年度の防災訓練については、新型コロナウイルス感染症感染拡⼤防⽌のため規模を縮⼩して実施した。

１区画完成段ボールパーティション組立 折畳み式簡易ベッド組立

避難者の消毒。検温

段ボールベッド組立

避難者の情報確認 体調不良者の通報 体調不良者の搬送
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益 田 市外国⼈向け防災講座の実施

外国人向け防災アプリのインストール実施

■定住外国人を対象とした防災講座と防災情報ツールの提供

【定住外国人を対象にしたやさしい日本語での防災講座】

○益⽥市で外国⼈を対象とした防災講座を実施した。
○⾃分の家から近い避難所を確認し、避難経路や避難するための情報を地図やスマートフォンで確認した。
○今回の防災講座で学んだことを、今後の益⽥市での⽣活に役⽴ててもらう

浜田河川国道事務所からの防災講座 ハザードマップの確認 自宅から避難所までのルートを記入

○役割分担
・浜⽥河川国道事務所 説明資料、当⽇の説明・運営
・益⽥⽇本語ボランティアグループともがき 参加者への周知・案内
・益⽥市 事前調整、会場予約、当⽇の運営

○今後に向けて
防災講座で使⽤した地図は、参加された皆さんに持って帰ってもらい、
実際に災害が起こった際に避難所に避難するために活⽤してもらうこ
ととした。外国⼈向けの防災アプリについても積極的に活⽤してもら
うようお願いした。

43
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益 田 市防災教育や防災知識の普及
⽇ 時 ６⽉２０⽇、１１⽉２１⽇
場 所 吉⽥公⺠館
内 容 防災学習会

吉⽥地区防災協議会で益⽥市の防災に関する取り組みを講話した。防災ハザードマップの
活⽤や災害発⽣時の避難の⽅法など活発な意⾒交換が⾏われた。
１１⽉２１⽇は浜⽥河川国道事務所が講師となって「マイ・タイムライン」の説明を含め
た防災講座を実施した。

参加者 各３０⼈程度

⽇ 時 ７⽉２２⽇
場 所 島根県建築⼠会益⽥⽀部
内 容 防災講座（防災ハザードマップ）

益⽥⽀部⼥性委員会の主催で防災について学ぶため、防災ハザードマップを中⼼に講話した。建築⼠として防災意識と
知識を⾼めるきっかけとしてもらった。

参加者 １２⼈

⽇ 時 １１⽉１７⽇
場 所 吉⽥⼩学校
内 容 防災講習

昭和５８年の⽔害の映像を⾒てもらい、
防災ハザードマップの説明を⾏った。
その後、防災備蓄⾷を試⾷し、⽔害に
備えて家族で話し合うことが⼤切という
ことを学んでもらった。

参加者 ８４⼈（４年⽣）

⽇ 時 ９⽉１５⽇
場 所 ⾼津地区⺠⽣委員児童委員協議会
内 容 防災講座

⾼津川沿い⾼津地区の⺠⽣委員児童委員に対して防災について講話した。要配慮者への対応について学んでもらった。
参加者 ２０⼈

会場全体の様子

ハザードマップの学習

防災備蓄食の試食
５８災の水害映像を視聴

44
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（２）令和２年出⽔期後の振り返りについての意⾒交換会
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浜田河川国道事務所令和２年出⽔期後の振り返り（第１回）

46
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浜田河川国道事務所令和２年出⽔期後の振り返り（第２回）

47
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令和２年７⽉豪⾬の出⽔概要

出典 中国地⽅整備局 令和２年７⽉豪⾬に対する対応について 出⽔概況【第３報】

気象概要

48
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令和２年７⽉豪⾬の出⽔概要

出典 中国地⽅整備局 令和２年７⽉豪⾬に対する対応について 出⽔概況【第３報】に加筆

平成30年7月豪雨との比較

49

江 川流域江 川流域 江 川流域江 川流域
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令和２年７⽉豪⾬の出⽔概要

出典 中国地⽅整備局 令和２年７⽉豪⾬に対する対応について 出⽔概況【第３報】に加筆

水の状況（江の川（下流）川平地点）
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14.74m（7/7 7:10）

13.79m（7/14 15:20）
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令和２年７⽉豪⾬の出⽔概要

出典 中国地⽅整備局 令和２年７⽉豪⾬に対する対応について 出⽔概況【第３報】

江の川（下流）の被災状況
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令和２年７⽉豪⾬の出⽔概要

出典 中国地⽅整備局 令和２年７⽉豪⾬に対する対応について 出⽔概況【第３報】

浸水箇所一覧
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①現場情報の把握
対策本部と現場の情報共有が滞り、情報不⾜により状況把握が困難であった。

②既存情報の活⽤
危機管理型⽔位計や簡易型河川監視カメラなど多くの情報があるものの、点在し
ており情報収集が困難であった。また、収集した情報を分析して、各種判断に活
かすことが困難であった。

③平時からの準備・訓練
災害対策本部の⼈員不⾜もあり、島根県の総合防災情報システムに⼊⼒できな
かった。出⽔期前の操作研修は、新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌等により研
修できなかった。

④タイムラインの活⽤
タイムラインはメールによるレベル移⾏は確認できたが、タイムラインに対応す
る時間がなく、出⽔時には結果的にあまり活⽤できなかった。⼀⽅で、事前・事
後の確認にはタイムラインは活⽤できた。

53

意⾒交換会での主な意⾒
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対策本部と現場の情報共有が滞り、情報不⾜により状況
把握が困難であった。
氾濫発⽣の発表遅延（道路浸⽔により交通途絶が発⽣し、
巡視が実施できず、情報が収集できなかった）

災害対策本部の⼈員不⾜もあり、島根県の総合防災情報
システムに⼊⼒できなかった。出⽔期前に総合防災情報
システムの操作研修を⾏う予定であったが、コロナ等に
より研修できなかった。

タイムラインはメールによるレベル移⾏は確認できたが、
タイムラインに対応する時間がなく、出⽔時には結果的
にほとんど活⽤できなかった。
⼀⽅で、事前・事後の確認にはタイムラインは活⽤でき
た。

危機管理型⽔位計や簡易型河川監視カメラなど多くの情
報があるものの、点在しており情報収集が困難であった。
収集した情報を分析して、各種判断に活かすことが困難
であった。

孤⽴化する無堤地区への危機管理型⽔位計の増設
氾濫発⽣情報発表のための簡易型河川監視カメラの増設
河川⽔位に対応した想定される浸⽔範囲図⾯の提⽰
ダム放流量の公表についての協議
⽔防団からの情報収集の協⼒

減災対策協議会における各機関の防災訓練状況の共有（横のつ
ながりの強化）

関係機関へタイムラインの振り返りに関するアンケートを実施
アンケート結果を踏まえたタイムラインの修正・更新
※タイムライン検討会でアンケート調査実施済み

点在する情報を⼀元化した情報収集サイトの構築
洪⽔予測を確認するためのサイトのID・PWを再共有（前回会
議後に共有済、今後は担当者の異動も想定し出⽔期前に確認）

①
現
場
情
報
の
把
握

③
平
時
か
ら
の

準
備
・
訓
練

④
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
⽤

②
既
存
情
報
の
活
⽤

令和２年出⽔期後の振り返り意⾒交換会を踏まえた対応案
現状・課題現状・課題 今後の対応案今後の対応案
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（３）今後のスケジュール
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令和２年度の取組状況の報告及びフォローアップ
今後５年間の新たな取組⽅針について
今後のスケジュール

今後のスケジュール

令和３年２⽉10⽇
令和２年度第２回協議会

令和３年１⽉27⽇
令和２年度第２回幹事会

令和２年度の取組状況（令和２年度出⽔期における振り返り含む）、
今後予定、調整事項等

令和２年度の取組状況（令和２年度出⽔期における振り返り含む）、
今後のスケジュール
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令和３年４⽉下旬
令和３年度第１回幹事会

令和３年５⽉下旬
令和３年度第１回協議会

令和２年度の取組状況の報告及びフォローアップ
今後５年間の新たな取組⽅針について
今後のスケジュール

令和２年５⽉２８⽇・２９⽇
令和２年度第１回協議会

令和元年度の取組状況（フォローアップ）、
令和２年度の取組確認 等

各種メニューの調整・実施
令和２年出⽔期の振り返り

・⼩学校を対象とした防災教育の促進（郷⽥⼩学校・吉⽥⼩学校）
・外国⼈への防災講座の促進(益⽥⽇本語ボランティアグループ ともがき)
・⽔害を対象とした防災講座（イズミ・ゆめタウン江津）
・マイ・タイムライン作成⽀援(益⽥市吉⽥地区 第2回講習会は1/30予定)
・多機関連携タイムラインの運⽤・振り返り
・令和２年度出⽔期の振り返り意⾒交換会（江の川流域）
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